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このような場面を観て,心がゆ り動か され るのは,











れになる.条 約が 無 くなった場合,先 に述べた南極の
"純粋さ"を保つことは困難になるのが心配である.
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わ れ わ れ は 決 して1.1には 出 さな か った が.
い ま,過 去 の こ とを 語 った が,扇 形 のは い った 南 極 地
図 は お断 わ りで あ る.復 活 させ て は な ら な い,
と ころ で,昭 和32(1957)年21」発 行 の地 図帳 が 手 も
とに あ る.観 る と,南 極地 域 の地 図に は,領 ヒ権 を 示 す
扇 形 は 少 しも見 られ な い.そ の うえ,東 経3ぴ の あ た り
に は 「プ リンス ハ ラル ド海 岸 」 と示 して あ る.こ の 海 岸
に 昭 和基 地 が 出 来た の は,実 に 昭 和32(1957)年1月の
こ とで あ った.
南 極 は いつ ま で も"純 粋 な"聖 地 で あ り,1虞ヒの 争 い
な どは少 し もな い場 所 で あ って ほ しい とい うのは,日 本
の み ん な の 気 もちだ と考 え る.と ころ が 南 極 条 約 が 発 効
して か ら,か れ これ30f「た った 今 は,南 極 に も生 ぐ さい
風 が吹 きは じめた よ うな気 が す る.ウ ラ ン資 源 とか 石 炭
資 源 とか 石 油資 源 の開 発 な どの 話 が 出 て い る よ う で あ
る.ま た イ ギ リス,チ リ,ア ル ゼ ンチ ンが 南 極 に 領 ヒ権
を 言 い 出 そ う と して い る よ うだ し,南 極 に 基 地 の な い ブ
ラ ジル ま でが ひ とこ と も の申 した い 姿 勢 に あ る と聞 く.
U本 の南 極地 域 観 測 隊 の方 々は,こ れ まで の 長 い 期間
に わ た って各 国 の 学 者 た ち と,極 地 で,ま た学 会 な どで
親 し くな っ て来 られ た.日 本 の 学 者 の み な さん が,こ れ
ら外 国 の学 者 と共 に,さ らに,ま だ 南 極 に 基地 を も って
い な いが 関 心 の深 い,お 隣 りの 中 国 の 学.者諸 君 も誘 っ
て,南 極 大 陸 を 世界 の 民 衆 の理 想 の 天地 とす る よ うに努
力 して頂 きた い.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 記 録 映r由i作成 委 員 会 副委 員 長)
南 極 観 測 隊 便 り
第23次越冬隊 ・第24次観測隊の近況
11月25日晴海 埠 頭 を 出港 した 「ふ じ」 は,途 中 オ ー ス
トラ リア の フ リー マ ン トルで 物 資 の 補 給 を 行 い,一 路 南
極 へ と淘 った.
今年 の 南 極航 路 は隠 やか で,吼 え る,猛 る,狂 う,と
形 容 され る 暴 風圏 もさ ほ ど苦 に な らな か った.ま た,昨
年 悩 まされ た リュツ ォ ・ホ ル ム湾 入 口の 密 群 氷 帯 も難 な
く乗 り切 る こ とが で き,昨 年 の3週 間 あ ま りと じ込 め ら
れ た苦 い経 験 が ま る で うそ の よ うで あ った.
密 群 氷 帯 を過 ぎ る と鏡 を 張 った よ うな,大 利 根 水 路
が,湾 の奥 へ と 「ふ じ」 を 導 い た.
「ふ じ」 の 回 りに は,ペ ンギ ン,ア ザ ラ シ,時 折,ク ジ
ラ も並 走 して,第24次 隊 の 南 極 到 着 を 歓 迎 して くれ た.
一 方 昭 和21⊆地 で は12Jj}=入り好 天 が 続 き,24次隊 の受
け 入 れ 準 備 に拍 車 が か か った.
快 晴 に 恵 まれ た12月31n13時50分,前隊 長,竹 内 艦




えられる側,共 に感激 もひとしおであった.し ぽしの歓
談の後第.・便が越冬隊各自}・1・f－渡され,食堂棟のサロン
は,家族からの手紙 写真雑誌の切 り抜きでいっぱいと
なった.成 長 した我が 「の写真に,改 めて 一年の長さを
感 じさせられた.
Ill月気分もそこそこに,L月3011より本格空輸が始ま



















れた,新 しい越冬隊員の点呼に,た くましい返事が続 々
と返ってきた.一 月程前,長い船旅で青白くさえ見えた
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エレバス火山,国 際共同観測
神 沼 克 伊
ロス 島 に あ る エ レバ ス 火 山 の地 震 活 動 を 日 ・米 で 共 同
観 測 し よ う と,ス タ ー トした のは1979/80のシ ー ズ ンだ
った.運 悪 く,こ の シー ズ ンは南 極 観 光 機 の 墜 落 事 故 が
起 り.マ クマ ー ド,ス コ ッ トil可基 地 の支 援 体 制 を そ ち ら
に と られ,十 分 な 調査 が で き なか った.1980/81のシー
ズ ンか ら3年 計画 で 日 ・米 に ニ ュー ジ ー ラ ン ドを 加 え た
「エ レパ ス火 山 ・国際 地 震 観 測 」 の プ ロ ジ ェ ク トを 発 足
させ,1982/83はそ の最 後 の年 とな るは ず で あ った.し
か し,プ ロ ジ ェ ク トが 順 調 に進 行 し,良 い 成 果 が 得 られ
つ つ あ る の で,少 な く とも1年 間 は延 長 され る こ とが 望
まれ る.
1982/83は,東北大 学 ・理 学部 の植 木 貞 人 助 手,東 京
大 学 地震 研究 所 の 小 山悦 郎 技 官 と筆 者 の3名 が11月4日
か ら1月13nま で,マ クv－ ド基 地 に滞 在 し,調 査 を 進
め た.私 達 の 目的 は,昨 年 来,太 陽 電 池 で 一 年 を 通 して
稼 動 して い るテ レ メー タ地 震 観測 網 の保 守 と 記 録 の 再
生,読 み と りに 加 え,臨 時 観 測点 を設 けて の地 震 の争 点
観 測 と,エ レバ ス 山周 辺 で の 重力 測 定 の二 つ を 日本 独 自
の テ ー マ と した.さ らに,山 頂 の煮 え た ぎる溶 岩 湖 の 有
様 を 記 録 す べ くビデ ナ カ メ ラ も持 参 した.
テ レ メ ー タ観 測 は太 陽 電 池 の働 か な い冬 の間 の一 部 を
除 き,年 間 を 通 じて デ ー タが 記録 され て お り,昨 年8月
まで の 磁 気 テー プは 日本 に送 付 され て あ った.マ クマ ー
ドで は9月 以 降 の 記録 の 再 生,読 み と りを 行 な ったが,
10月8～9日,1日 に700回 を越 す 火 山性 の群 発 地 震 が
発 生 して い た こ とを つ き とめ た.長 時 間 に わ た り火山 性
脈 動 も発 生 して お り,大 噴 火 な ど,大 きな表 面活 動 が 起
った こ とが 懸 念 され た.し か し,12月21～26日の 山頂 に
滞 在 して の 火n周 辺 の 調 査 で は,エ レパ ス 山 の噴 火活 動
の状 況は 前 シ ー ズ ン と変 化 な く,多 量 の 溶 岩 が噴 出 した
よ うな現 象 は 見 られ な か った.
臨 時 観 測 点 は9点 設 置 が で き,11月15日か ら1月4日
ま で続 け た,途 中,一 度,磁 気 テ ー プ と電 池 の 交換 を行
な っ たが,9点 の うち2点 は 天 候 が 悪 く,ヘ リコプ ター
の着 陸 が で きず,後 半 の観 測 を 断 念 せ ざ るを え な か った.
こ の臨 時 観 測 の結 果 の 解 析 は これ か らで あ るが,短 期間
な が ら多点 観 測 とい う所 期 のU的 は 達 成 で きた.
重 力測 定 は臨 時 観 測 点 と山 頂 の 火 口周 辺 で実 施 した.
地 震 波 の解 析 と重 力 異 常 とか ら,エ レバ ス山 の 山体 構造
を 調 べ よ う との 目的 で あ る.火nを 中 心 に 同心 円 状 に測
定 点 が選 べ れ ば理 想 的 で あ るが,面 体 が 氷 河 に お お われ
て い る エ レパ ス山 で は,望 む ぺ く もな く,許 され た範 囲
内 で の測 定 を 行 な った.お お む ね 日的 は 達 成 で きた と考
え て い る.
通 称IMESSと 呼 ん で い る この プ ロジ ェ ク トは,ア メ
リカ,ニ ュー ジー ラ ン ド両国 の 当事 者 以 外 に も好 評 で あ
る.ス コ ッ ト基 地 を 訪 問 した イ ギ リスの エ ドワー ド王子
(エリザ ベ ス 女王 の 三 男)に も,二=一 ジー ラ ン ド ・DSIR
南 極 局 の トム ソ ン局 長 が 自 らプ ロジ ェク トを 紹 介 す る と
と もに,私 か ら も説 明 させ た ほ どで あ る.成 功 して い る
国際 プ ロジ ェ ク トと して,も う2～3年 継続 させ た い と
い う要 望 は強 い.
マ クマ ー ド基 地 に は ア メ リカ の 大型 砕 氷 船 ポー ラ ス タ
ー も航海 して きた .ポ ー ラス タ ーは 今 年,南 極,各 基地
の 査 察 を行 な うが,日 本 の新 砕 氷 船 の 運 航 とそ の 成 果 に
対 す る ア メ リ カ,ニ ュー ジー ラ ン ドの関 心 は 高 い.
今 シー ズ ンは,私 達 の 国際 共 同観 測 以 外}こ,極 地 研 の
札 川 管理 部 長 と柴 野 研究 協力 係 長,文 部 省 の続 橋 監 理官
が ス コ ッ ト基 地 に滞 在 し,マ クマ ー ド基 地 も訪 問 し,平


















も..三鷹 轡 へ ご㌻
噴煙 をあ げ るエ レパ ス火 山
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松 田 達 郎
集団の観想をどうとらえるかとい うシンポジウムが人
類働態学研究会東日本地方会主催(58.1.8,極地研講堂)





医学,人 間工学,心 理学,体 育学,労 働科学等)が 基礎
的な面について話合うというものであった.越冬を終え




い,お そるおそるで は あ るが,1981年3月の地方会で
「南極越冬隊の働態学及び社会学的調査」とい う題で発














意図する集団の働態学である.越冬隊集団 を観 察 した
り,越冬隊報告から集団 としての行動を拾い出していく
ことは誠に興味溢れる仕事であった.
南極越冬隊集団は隊員の年齢,素 性 すべ て分ってお
り,集団構成の初期条件は良 く設定されている.自 然環
境はその研究テーマの一つとしてよく研究され,住 環境
はすべて予算にのっとり調達され,積 荷 リス トで部品一
つに至るまで記録され,建 設報告も詳細を きわ めて い











めてお り,映画や小説起源,日 本から持ちこみ分が残 り
の50%で やは り隊員同志の繋がりの強いことを尺度に
しようとした.そ の他食卓につ く場合の位 置関 係 とし
て,年 齢,勤務状態等が微妙に作用 していること,お互
の呼び名についてもアダ名でよばれるほど,年が若いと



























流 して溝をつくり,ソー メンを流してみた りしているが,
これらも隊の流行として引き継がれていくのが面白い.
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回異なる集団であ りながら,実によく人間社会の長年月
にわたる伝承 と歴史のうつ り変 りを集約 しているようで
面 白い.
(3)このような集団が 一20℃～-50℃で風 速20m
















(筆者:国 立極地研究所研究主幹.教 授 ・生態学)








また,本年1982年よ り始まった 「中層 大気 観 測計 画
くMAP)」.23次隊 より始まった 「東 クイーンモードラン






プ ロ グ ラ ム
12月7il(火)
挨 拶 国立極地研究所長 永 田 武
1.海 氷
座 長 小野 延雄(北 大 ・低温研)
1.1981年の昭和基地周辺の海氷に関する資料
吉田 栄夫,森 脇 喜一(極 地 研)
2.南 極 Ωueen　Maud　Land沖の海氷と海況






苦土 正暁(北 大 ・低温研)
海氷と海洋の相互作用による熱的振動
酒井 敏(京 大 ・教 養)
今脇 資郎(京 大 ・理)
南極海の海洋渦の問題
福岡 二郎,三宅 秀男(北 大 ・水 産)
楠 宏(極 地 研)
n.積雪の性質
座 長 若浜 五郎(北 大 ・低温研)
1.マ イクロ波 と雪氷の相互作用に関する基礎的研究
黒岩 大助,松本 正
鈴木 勝裕(北 工 大)
2.み ずほ基地 とハレー基地積雪のpHの 季節変化




藤井 理行(極 地 研)
4.み ずほ柱状氷試料中の球状微粒子の放射化分析
田澤 雄二(京 大 ・理)
藤井 理行(極 地 研)
5,南 極の表層雪の圧密
西村 寛,前 野 紀一(北 大 ・低温研)
佐藤 和秀(長 岡 高 専)
皿,気 候 変 動
座 長 石田 完(北 大 ・低温研)
Lみ ずほ基地から得たJARE-13,150mコアにお
ける酸素同位体垂直分布





藤井 理行(極 地 研)
渡辺 興亜(名 大 ・水圏研)
4.最 辺の北半球snow-ice　cover変動 と気候変動の
関連について 第1報
星合 誠(愛 知 学 院 大)
IV.　氷床の物理
座 長 束 晃(北 大 ・工)
1.南 極氷床のフイルンが氷化する密度について
榎本 浩之,浅 井 淳
中尾 正義,東 晃(北 大 ・工)
2.氷 床の積雪密度変動について
前野 紀一,石 田 完






















長尾 正敏,中 尾 正義
東 晃 〔北 大 ・T)
アイスレーダーエコーの数値解析(ll)
泉 達司,星山 満雄
西辻 昭(北 大 ・応電研)
和田 誠,前 書爾
楠 宏(極 地 研)
深層掘削の技術的検討
鈴木 義男(北 大 ・低温研)
(水)
座 長 菊地 勝弘(北 大 ・理)
極域の雲の性質と形成
和田 誠,川u貞 男
山内 恭(極 地 研〉
武田 喬男,岩 坂 泰信(名 大 ・水圏研)
みずほ高原における雪結晶について
佐藤 和秀(長 岡 高 専)
井上 治郎(京 大 ・防災研)
西村 寛(北 大 ・低温研)
グリーンランド内陸部における雪結晶の観測
樋口 敬二(名 大 ・水圏研)
植村 直己
低温での雪結晶の成長
山下 晃(大 教 大)




権田 武彦(東 理大 ・理 工)
奇形雪結晶の生成(1)
佐藤 昇,菊 地 勝弘(北 大 ・理)
氷晶核の性質が雪結晶の形に与える影響
高橋 忠司,新井 君代
林 佐衛子,岡 田 晴美(埼 玉大 ・教 .育)
座 長 中島暢太郎(京 大 ・防災研〉
南極みずほ基地の気候特性
石川 信敬,小 林 俊一(北 大 ・低温研)
みずほ高原内陸部の気候特性
井上 治郎(京 大 ・防災研)
西村 寛(北 大 ・低温研)
佐藤 和秀(長 岡 高 専)
みずほ高原,内 陸高地の高層気象
西村 寛(北 大 ・低温研)
井上 治郎(京 大 ・防災研)
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佐藤 和秀(長 岡 高 専)
w.境 界 層
座 長 小林 俊一(北 大 ・低温研)
1.ソ ーダによる南極氷床上の大気境界層の観測
小林 俊一,石 川 信敬(北 大 ・低温研〉
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
川口 貞男(極 地 研)
2.み ずほ基地の接地気層の特性(H)
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
石川 信敬,小 林 俊一(北 大 ・低温研)
川 口 貞男(極 地 研)
3.み ずほ基地で低温となる場合の人気の状態につい
て




安達 隆史(日 本 気象 協 会)
6.み ずほ基地における雪内熱流量
菊地 時夫(高 知 大 ・理)
珊.i話題 提 供
一 カタパ風帯の熱収支に関連 して一
座 長 田中 正之(東 北 大 ・理>
1.総 観規模 じょう乱とみずほ基地の気象
川 口 貞男(極 地 研)
2.み ずほ基地における接地逆転 と放射収支
山内 恭(極 地 研>
3.み ずほ基地の風について
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
4.や まと山脈裸氷面 と雪面上の大気構造
井上 治郎(京 大 ・防災研)
12月9日(木)
IX.放 射
座 長 中澤 高清(東 北 大 ・理)
1.南 極対流圏の放射冷却
川口 貞男(極 地 研)
2.衛 星及び地上観測による南極大気の放射収支
山内 恭(極 地 研)
　　　　　　　　　　　　　　 G.　G.　Campbel}　(NCAR)
3.サ ンフォトメーター法による 「ふ じ」航路上での
消散係数の測定結果
松原 廣司(高 層 気 象 台)
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
川口 貞男(極 地 研>
4.南 極昭和基地における消散係数の測定
一 サンフォメータ一法による一
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川目 貞男(極 地 研)
廣 田 勇(京 大 ・ 理)
惑星間空間磁場境界通過に対する権威温度の応答




塩谷 雅人,廣 田 勇(京 大 ・
4.
内野 修,前 野 三男(九
山村 英明,広野 水和(九
XI,　MAP測 定













広田 道夫.佐 々木 徹(気











4.エ ル チ チ ョン火 山噴 火後 の成 層圏 エ アPゾ ル の 変
動
林 田 佐 智 子,岩 坂 泰 信(名 大 ・水 圏 研)



















11月に 入 り気 温 も上 り屋 外 で の行 動 が 一段 と容 易 に な
っ た,し か し天 候 は 必ず し も安 定 した とは言 え ず,24次
隊 へ 引 き継 ぐ車輻,櫨,燃 料 の 整備 と,こ れ らの デ ポな
どの 野 外 行 動 は,好 天時 を ね ら い 撃 ち にす る形 で 進 め
た,
12月に 入 って か らは天 候 も一・段 と安 定 し,屋 外 作 業 が
捗 り,砂 撒 き,除 雪 を本 格 的 に 行 った.第 一 ダ ムか らの
取 水 も14日に は 可能 とな り,28日に は 夏 期 隊 員 宿 舎 と内
陸棟 の24次隊受 け 入れ 準 備 が 完 了 した.そ して,31日 に
は 前 隊 長 らの 第1便 を迎 え る こ とが で きた.
観 測 報 告
超 高 層 部111では.大 気 球 の1号 機(NO2,03,電離 度)
を11月24日1403UTに放 球 した.約100分 後 レベ ル飛
行 に入 り,翌25日,0615UTま で 順 調 に デ ー タを取 得す
る こ とが で きた.放 球 当 時 は 快 晴,風 速約6m/s,最 終
高度(レ ベ ル)は25～28kmで,受 信 ア ンテ ナ 最終 仰
角 は 一1° であ った.気 球 の 追 尾 は,気 象 部 門 の協 力 を
得,ゾ ンデ用 レー ダ ーを 使 用 して 行 った.ま た,12月8
日,21日に は,そ れ ぞ れ,2,3号 機 を放 球 した.搭 載
機 器 は 両 機 と も電 場3成 分,オ ー ロ ラX線 で あ る,2号
機 は レベ ル到 達 約60分後 に,オ ー ロ ラX線 の搭 載 機 器 が
故障 した.3号 機 の 数 珠 は 磁 気 嵐 中 に 行わ れ,サ ブ ス ト
ー ム時 の デ ー ター を 取 得 す る こ とが で きた .
雪 氷 部 門 では,み ず ほ 基 地 に お け る新 ボ ー リ ン グ場 の
拡 張 工 事 を 終 了 した.ま た 内 陸旅 行隊 がG2地 点 にお い
て 実 施 して い た 浅 層 掘 削 は,11月7日 掘 削深 度130.m





喬郎(福 井 大 ・工)
研究所出版物
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普通酬i・459・ ・・乳 ・・51 ・48431・94572
灯 油|・,剛 ・4・3L・9・ 13,535
昭和 基 地 で は,125KVA発 電 機(15213時間)のE
120TGMエ ンジ ンを,23次隊 持 ち込 み のE-120-511709
に 交 換 し,同 時 に 発電 機 内 部 を清 掃 し,カ ー ボ ンブ ラ シ
全 部 と回 転 計 を 交 換 した.み ず ほ基 地 では,24次 隊 受 け
入 れ の た め の 航 空機 滑 走路 作 りや,脱 出 「1の整 理 を 行 な
った.ま た,温 水 循環 ホ ー ス が破 裂 した り,風 呂 の ラ ジ
エー タ ーが 破 れ る とい う事 故 が起 っ た が大 事 に至 らな か
った,
7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max,temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.　te皿p.)(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　　 　 　 　 　 sealevel)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)








平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)(%)　71
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
















































ミ囚の一つであろう,白い雪面は太陽光を大 部分 はね 退
きし,正味受けとるエネルギーは少い,南極を地球全体のt
冷涼とする所以である.
1さ ・,・ の上か らく・光をはね返す害1胤 これを・・レ
に 惚 ㌫1篇駕 ㌫:麟
へ
}様 々である.地表面が雪でおおわれるか,岩 が露出する
1か・・ルー ・・大・働 熱J・支噺 は一変す・・
1雪 が白く見える,即 ちアルベー ドが高いのはなぜであ}
りP-● 一""一戸トド一 一"一"pee… ◎一.一ー 一'-pm-tt"ひ4-__L-一'
20,6(3,ENE)17.9(20,E)
一 ・一'・'^'一 ・"s'・'"・v_一"V・'"v-」-N・""一'^～"""「 「t'A'-N'"'"`t'「 〆{




光河 視繊 の澱 では酬 覗 られるような撚 嚇 ミ
浄 な雪 の場 合,・一一様 に95%以 上 の 高 い アル ベ ー ドを も
つ.こ の範 囲 で 余 り波 長 に 依 らな い の が,「 白い 」理 由
で あ る.
光 の 波 長 が近 赤外 域 に い く と雪 の 粒 子 に よ る吸 収 が 効
き,ア ル ベ ー ドは急 に低 い値 に な る.こ の 様f'を モ デ
ル 計 算 の結 果 か ら示 した も の が 図 で あ る.波 長1μm
(1/1000ミリ)よ り先 で急 に ア ル ベ ー ドは ドる,日 射 全
体 に対 す る ア ル ベ ー ドは これ を 入 射 光 の 波 長 分 布 で 平均
化 した もの で あ り,南 極 の 内陸 の 雪 で80～84%程 度 で
あ る.従 って 雪 面 に吸 収 され るエ ネル ギ ーは,入 って く
るn射 の20%以 下 とい うこ とに な って し ま う.
さ らに詳 し く見 る な らば,ア ル ベ ー ドは 積 った雪 の粒
子 の大 き さに よ っ て も違 い,大 きい 粒 子 ほ ど低 い ア ル ベ ミ
ー ドとな る.従 っ て雪 質 が 変 化 す れ ば アル ベ ー ドも変}





い.人為的な環境汚染がアルベー ドの変化を通 じても気 》
候を変える可能性をはらんでいることを意味 している.}
ミ
"""""鴫ΨNF"一"一 －Pず"の 一
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